
ハ イ デ ッガ ーに於 け る真 性 の 問 題

序

竹 内 亨

「哲学 の終 末 に 於 い て思 索 の或 る 可能kる 課題 を問 うとい う試 み 」(ZS76)、va際 レて、 晩 年

の'・イデ ッガーは 開 け を開 け として(Lichtungalssolche)思 索す べ き事 を藷 つて鴫

ら

開 け(Lichtung)と は真 性(Wahrheit=Atiθ εect=UnverborgenhQit)ζ い

う現 象 が徹 底 的 に思 索 し抜 か れ て初 め て言 わ れ得 た と ころ の もの で あ る。 開 け を開 け とレ て思索

するとは樋 常単順 理としてしか訳解され左野'編 θ・・α を「ギリシア的に不簾 態

(Unverborgenheit)註 ① と して経 験 し、 か くして そ の不覆 蔵 態 を ギ リシア的kる もの を

超 え て、 自己 自身 を覆蔵 す る〈 とい う本質性 格 を持 った〉 開け(Lichtungdes

Sichverbergens)と して思 索 す る こ と 」(ZS79)で あ.る。 開 け と して思 索 さ るべ き不 覆

蔵態 は 「その 内 で有 も思 索 もそ の両 者 の相 依相 属 性(Zusammengehorigkeit)も 初 め て

与 え られ る と ころ のい わば 境地(Element)註 ② 」(ZS76)で ある。 真 理 一 通 常、 表象作用
　　 ヲ ノ

と現 前 す る もの との 合 致(Ubereinsti㎜ung)、 陳述 の正 しさ(0ρ θ0τη()と して解

され てい る真 理 一 も、 有 や思 索 と同 様 に、 た だ開 け とい う境 地 に於 い て のみ その もので あ り得
シ ノ

る。 開 け は そ う し た 境 域(Bereich)で あ る 。 そ れ 故 、 開 け と い6意 味 で の 「AZijθ εeCtヘ

ロ ノ

の 剛 は所 謂 「真 理 へ の問 」で はZ2〈 、Aλilθ εeCtを 真 理(Wahrheit)と 名付 け る事 は 「事 柄

に適 わ し く左 か った 」し 「迷 いの 内へ 導 い てい く」の で あ った と語 られ る(ZS77)。 併 しハ ィデ
コ

。ガーの思索が最後期に配 傭 とする事柄としてr開 けとい暗 味での 取 力θ・・α」を思索

す る と して も、 そ うした思 索 は彼 の思 索 の端 初 に於 い て、 「有 の問 い 」との本 質的 連 関の も とに

「真 性 の本 質(Wesen)」 を問 う事 を以 って始 注 り、 そ こか ら初 め て切 り開 かれ て行 ったの で あ
ナ ノ

る。 而 も端 初 に於 い て既 に 「不 覆 蔵態 と しての αληθεごα の 内へ の洞 察 」が存 して お り彼 の思

索の 導 きの 糸 とftっ た事 は彼 自身 が認 めて い る。(R,X恥 通 常 の 意味 で の真理 概 念は 既 にそこで

不覆 蔵態 と して の ケ厨 θε`α へ の 洞察 に依 っでそ の 本質 源泉 へ と脱体 さるべ き位 置 に あ った の

で あ る。 この 不覆 蔵態 とい う現 象 は、 そ こでは 未 だ殊更 に 表 明的 では 左 か ったに しろ、 最 初 か ら

彼 の思索 の 中枢 的 課題 と して存 してい たの で あ り、 最後 期 に 至 る註 で絶 え ず新 た に思 索 し抜 かれ

て行 ったの で あ る。(そ れ故 、 我 々は 、 合致 、正 しさ とい う意味 で の通 常 の真理 概 念 と区 別 して、

Jnverborgenheitに 着 眼 され そ こか ら解 され てい るWahrheitを 敢 て真性 ≧訳 す こ と

にす る。)

さ て、真性 の問 題 に着 眼 して 言 えぱ、 彼 の思 索は 、思 索 自身変 転(Verwandlung)し つつ、

真性 の 本質 を、 人 間 の根 本的 有 り方 たる 自由へ の省 察 を転 換軸 と して、 本質(有)の 真 性

(WahrheitdesWesens)へ と転進 し、 更 にそ の徹 底 に 於 いて有 の 真性 の根 底 を 「開け 」

或 は 「性 起(・ 。eig。i、)」 と して究 明 して行 くとい ・ 一 換 言 拙 ぱ 難(A-Aiθ ・・α)
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そ れ 自身 か ら有 の 自性(Eigenes)を 究 明 して行 くと い う 一 屈 曲 した困 難 友道 を歩 ん でい る。

こ の道 は、 従 来 の思 索即 ち形 而上 学 的思 索 を痛 苦 の 内 に離 れ、 思 索 の元 初(Anfang)と しての

ギ リシア的 左 る もの(妬 θ,td)を 経 験 し、 更 に 妬 θ・tdをLi・htungと して骸

・す る事 に於 い て ギ リシア的flる もの を超 え よ うとす る道 で あろ う。 或 は、 「有 の忘 却 の歴 吏 とし

て の形 而上 学 」か ら 「形 而上 学 の根 底 の 内へ の帰 行 」を経 て、 更 にそ の徹 底 と して 「哲 学 か らの

退 歩 」の 試 みへ と通 ず る道 と言 わ れ て もよい。序 の 冒頭 に挙 げ られ た 「開 け を開 け と して 」思 索

す べ きで ある と言 うハ イデ ッガー の最 近 の境 位 は この 道 の究 極 に位 置す る。

本 論 に於 い ては、 ハ イデ ッガーの 思索 の道筋 を、 あ く委 で もその事 態 に即 しつつ 、真 性 の 問題 と

い う観点 か ら考 えて み よ うと思 う。 そ の事 を通 して 、 ハ イデ ッガー の謂5「 哲学 の終 末 」とは一

体 「何 」の 終末 で あ るの か を検 討 した い。 『有 と時 」か ら出発 す る。

〔註 〕

註①:当 面 不覆 蔵態 と訳 さ れた 独語 のUnverborgenheitは 、 その 言 葉 だけ か らす れば 「隠

され るこ と友 く有 りの 委養 に露 わ に 左 って い る 」とい う程 の事 を意味 す る。併 し語 義 上 は

そhで あ って も、 思 索 の事 柄 とされ るUn7erborgenheitは 優 に ハイデ ッガーの全 思

索 を突 き動 か してい る。 そ の 自性 に向 か ってLichtungと かEreignisと 言 わ れ る

Unverborgenheitは 今 こ この底 に 既 に 開か れ てい る端 的 左事 実 であ る・要 す るに端

的 左真 性 と してのLichtungと は真 の 「世 界 」で あ る。真 左 る場 所 であ る・ 後述 す る0

註 ②:Elementと}ま 、或 る ものが 真 に或 る もの と して有 り得 る一種 の 場 で ある。例え ば 泳 ぐ魚

が 「水 中 」に 於 い て真 に魚 で 有 り得 る様 に 、飛 ぶ 鳥 が 「空 中 」に於 い て真 に鳥 で有 り得 る

様 に。

「 有 と 真 性

『有 と時 』の或 る箇所 に 「有 と真性 との根 本 か ら決定 的 左連 関 とlnう 問題 」(344)と い う事

が 言 われ 、 又 他 の箇所 に も 「有 の 意味 と、有 と真 性 との間 の連 関(d・r>・u・ ・皿 ・nhang<

zwischenSein・undwahrheit)」 を実存 の時性 か ら開明 ず る事 が 「有 と時 』に 於け

る熟慮 〃・中心 的 問題 点 で あ る事 が言 われて い る 。(357)略 々同様 の事 が諸 処(183.212,213,

316.etc)に 言 及 され 暗示 され て い るが、 要す るに これ らの箇 所 で は真 性 とい う 「現 象 は有 の

問題 と極 め て緊 密 に つ 左 ぎ合 わ され てい る 」(154)と い う事 が一 つ の根 本 問題 と して提 出 され

てい るの であ るn

周 知 の如 く 『有 と時 』は 「有 の 忘却 とい う根 本経 験 」か ら 「有 の 意 味へ の問 は立 て られ ね ば 左

らぬ 」(25)と い う切迫 堆 を伴 った必 然性(Notwendigkeit)の 内 に発 した著 作 で あ る・

『有 と時 』の課 題 は 「有 の意味 へ の 問 」であ り、 そ の意床 註 ① を 一 即 ち有 が そ こか ら理解 さ

れ る と ころ の超 越 論 的地 平(我 々が そ こへ 向 って有 を企投 しそ こか ら有 を理 解 してい ると こ ろの

企投 境域Entwurfbereich)を 一 時(Zeit)と して露 開 せん とす る事 で あ った。
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これ が有 のTqmporali癒tの 問題 で あ った 。 この様k課 題 を担 った 『有 と時 』の内 に 「有 と

真性 」との間 の連 関 が殆 ん ど 「有 の 意味 へ の問 」と同 じ程度 に決定 的 左問 題 として立 て られ て い

る事 を 先 に掲げ た箇所 は 表 明 して い る。 これ は、換 言 す れ ぱ、有 を時 と い う超 越 論的地 平 へ 向 っ

て解 釈 せ ん とす る 「有 と時 」の解 明 の試 み に際 して 「有 と真 性 」との 間の 連 関 が 「問 」と して 同

時 に現 前 してい るとい う事 で あ る。 とす れ ば 「有 と時 」とい う問 と 「有 と真 性 」とい う問は 、或

る根 源 に 於い て相 属 してお り、 そ の根 源 に 向 って真 に問 わ るべ き問 だ とされ てい る ので あろ ら。

併 し一体 この二 つ の 問は ど う連 関 す る のか。 有 は時 か ら理 解 され る とい う事 、 即 ち 「有 壬時 」と

は ど うい、う事 か 。 「有 と真 性 との 間 の連 関 」即 ち 「有 と真 性 」とは ど うい う事 か 。 こ こには どの

様 左問 題境 域 が伏 在 して い るのだ ろ うか。

有 の 問題 が或 る明 確化 に達 す る注 で には 、そ の 以前 に三 つの 洞察 が必 要 で あっ た事 を、

Ri・h・ ・d・・n著rThr・ughPh・n・m・ri・1・gyt・Th・ught」 へa)V・rw・rt

(1962年)に ハ イデ ッ ガー自 ら打 ち明 け てい る。 そ こで 挙 げ られ てい る三 つの 洞 察 の 内、今 我 々

が当面 してい る問題 に 直接 関係 して い る と思 わ れ る二 つ の 洞察 を挙 げ る と こ うで あ る。

ジ ノ
(1)ア リヌ トテ レスの著 作 を新 たに 研究 した結 果 「CtZOPθ εbεevを 露 現(entbergen)

と して 洞察tる 事 、真 性 を不 覆 蔵 態(Unverborgenheit)と して特 徴 づ け る事 」が成 立

した。 「この 不覆 蔵態 の内へ と、有 る もの の全 て の 自己示 現(Sichzeigen)は 属 してい る。

(geh石ren)」 即 ち 「不覆 蔵 態 と して の 窃1矛 θεeCtの 内へ の洞察 」

ナ ノ

(1)こ の 洞察 と共 に 「obσeaの 即 ち、 有 る ものの有 の根 本 趨性(Grundzug)が 認 識 された。

即 ち現 前性(Anwesenheit)と い う事。 」 「現 前性 、 現在(Gegenwart)と しての 有 」

へ の問 は 「有 をそ の 時性 格(Zeitcharakter)に 関 して 」問 う事 へ と発展 した。 そ の際 直

ちに、伝 統 的 時間 概 念 を以 っては 、現 前性 とい う時 性 格 へ の問 を立 て る こ とは 勿論、 その 間 に

答 え る等到 底不 可 能 で あ る 旨が判 明 した。 か くして 「時 は有 と同 じ様 左仕 方 で疑 わ し く左 り、

問 うに 値す る(fragwifrdig)様 に 左 った。 」(R,XI.狸)

ク ノ

(ti)に於 い て我 々は次 の事 態 を見得 る。 即 ちハ イデ ッガー は有 る ものの有(oひ σ`α)の 内 に、
ノ

現 前 性 、珊 在(πCtPOOσllCt)と い う時性格 を観 取 した とい う事、 明確 に言え ぱf現 前 の

内に、 思惟 され ず覆 蔵 され た仕方 で、 現在 と現 続(Andauern)と が統 べ てtsり(Walten)、

時 が本質 現成 し てい る(wesen)」(WMl6)事 態 を観 取 した とい う事 であ る。 併 しそ こで言 わ

れ る 「時 」は、 所謂 「時 間 」に つ いて の通 常 の理 解 か らは 近 づ き得 左い故 に、 「有 」に つ いて観

取 され た 「時 」 も、 「有 」と同様 に問 い に値+る 事柄 と して問 い の内 に入 らざ る を得kか った。

要 す るに現 前(Anwesen)と しての有 とは何 を謂 うの か、 とい う 「有 の 意味 へ の問 」は 「有 と

時 」とい う主導 標題 の もとに到 らざ るを得 左 か った ので あ る。

併 し(Dの 洞察 は(1)の 「不覆蔵 態 としての(幻 矛θ鋸 α の 内へ の 洞察 」と共 に得 られた 旨が 伝え

肋 て い る.即 ち、時 は ・bσict(Anw。,enh。it)か ら考 え られて い る と共 に 砿 和 ε`α

(Unverborgenheit)へ の関連 の 内 で考 え られ て い るの で あ る。(1>で、 不覆 蔵 態 は 「有 る

もの の全 て の 自己 示 現 が そ こに属 ナ る ところ 」の もの と説 明 され てい る。 ハ イデ ッガーは ここ で
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のSichzeigenを ・ ギ リ シア 語 の φCtev6PtεUOV(現 象)が そ こ か ら 由 来 す る と こ ろ

の 動 詞 φ伽 ・σ伽(ソ レ自 身 ヲ現 ワ ス)の 内 で
、 言 わ ぱ ギ リシ ア 的 に 理 解 し て い るの で あ

り・ 購Si・h・eig・n・ と は 顕 わ に ・tる(・ff・nb・ ・w・rd・n)
、露 現(Entb。rgung)

と い 嬉 を 意 味+る ・ そ の 様va「 自 己 示 現 す る もの 」 「顕bkも のGd
。、 ・ff。nb。,e)」 を'

判 シア人 達 塒 にー「有 る もの(τdie6uτct)」 と同一 視 して い た`i'であ る
.「 有 る もの が 自

己 を示 す 」とは 「有 る もの が顕 わ に 左 る、露 現 す る 」とい う事 で あ り、 「有 る もの が真 に(顕 わ

に〉 有 る 」とい う事 で あ る・ ところで そ の様 に 「有 る もの 」が顕 わ 嫌 る事 は そ の 「秘 もの 」

　 ロ 　

が覆蔵 態 くVerbdrgenheit)の 内か ら脱 し て不 覆 蔵態(Un 一▽erborgenheit)の 内へ

と属 し入 る事 に 於い て初 め て可能 で あ る。 即 ち 「有 る もの の全 て の 自己示 現 は 不覆 蔵態 の 内へ と

属 して い る」 ので あ る。Sichzeigenは この様 に不覆 蔵 態 の 内 に現 前す る(anwesn)事 を

意 味 す る。・'C・こに我 々は 不覆 蔵 態 の 内へ と出現 し現 前 す る(Anwesung)註 ② とい う動 的
、

時 的 事 態 を 見て取 るこ とが 出来 る。

後 に この事 態 は次 の様 に説 明 されて い る。 「不 覆蔵 態 の 内 へ と現前 す る事、 この事 の 内 には

尚・ 現 前 自身 が 不覆 蔵態 を伴ftっ てい る(initbri・ngen)と い う事 が覆 蔵 され て い る
。 不覆 蔵

態 自身 が現 前 で あ る。 両者 は 同 じ もの(dasSelbe)で あ る が併 し等 しい もの(das`

Gleiche)で は 左い 」(HW341)と 。 或 は 「現 南 の 内 には 不覆 蔵 態 とい う意味 で の 明 るみ

(手i・ht・)へ と現 われ 来 る こと(H・ ・v・Fk・mm・niが 統 べて い る 」(Spr・3・)と 。 ・・}

こ と一va一イ デ ・ガ ーvaと って 砺 θ・・α・(不 覆 蔵態)は 晴(esse)の 思 索 され ・th、っ

た本質 へ と未 だ経 験 され ざ る暗 示(w'ink)を 与 え る言 葉 」(WM10)だ ったの で あ る。 そ う1)

て彼は・彼の思索の出発地点に於トて・難 の線本特質をこの 妬 θ・・α の内に見出したの

で あ る。

さて 『有 と時 』以前 決定 的 で あ った と言 わ れ る洞察 はL上 述 した如 く
、有 と時 とそ して真性 を

め ぐる もの で あ った・ 併 し 「現 前 」として の 「有 」
、 「露 われ て有 る、真 で 有 る 」と しての 「有 」

は 問 レ、に 値す る事柄 と して こ こでは 未 だ 暗闇 に 届オ った 委オ で あ る
。従 って有 と時 と真 性 との連

関 を 今・性 急 に 確定す る事は 出来 ず ㍉ む しうその 連 関 自身
、即 ち 「有 と して の有 は 、時 か ら、 覆

蔵 を脱 して露 開 してい る(Sei皿a豊ssσ1chesi8t…unverborgenaus

z'eit)」(WMI6)或 は 同 じ事 で あ る が 「有 自身は
、 そ の内 で有 る もの が現 前 す る とこ ろの不

覆 蔵 態 と して現成 す る 」(唖353)と い う一」事 を ハ イデ ッガー が比類 の 左い 問 として受 け取 め

た事 に注 目す る方 が・ よ り事 態 に即 す るで あ ろ う
。 併 しこ の一事 は 余 りに 目立 た ぬ単純 左事 柄 で

あ る為 にそ の究 明 に際 しては 困難 を極 め う。彼 の思 索 の道 筋 は委 さに それ で ある
。

賄 と時1』:に於 け る 「有 と時 」の解 明 の試 み、 晴 と難 との根 本 か ら決定 的 燵 関 とい 燗

題」の提出の 底 には 上述 し斥様 左 問題境 域 が 伏在 してい たの で あ る。 では 『有 と時 』に於 い て 「有

と真 性 」は どの様 に究 明 され てい くの か。

『有 と時 』に於 け る 「有 の蘇 へ の 剛 の具 体的 展 開の・発 出点 と支 点 は、 「有 の理解 の 内 に」

と もか・〈何等 かの仕 方 で 「有 は 開示 され て有 る(erschl・8sen,ei
n)」 とい6一 一つの端 的
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ft事 実(einFaktumウ に ある と私 は思 う。(vgl・5,437)こ の事 実 の 内 に次 の様 左諸点 と一

「有 と時 」の 論定 方 向 が 暗示 され てい る。

(1)・有 へ の 関 わ り(BezugzumSein)と い う人間 の本 質的k脱 自性 とい うこと。 一 有 は
り

人 間 自身の 有 で あれ人 間 で 左 い ものの 有 で あれ 、又 、 た とえ 非概 念的 にで あ る とはい え、 と もか

く彼 自身の有 り方 とし ての 「有 の理 解 」の 内で 開示 され て有 る。(erschlossensein=

dasein)こ の事 が 人間 に於 け る根 本 的 左事態 として 観取 され 人 間は 現有(Dasein)と 呼

称 され る。 ここに は人 間 中心 主義 と して の ヒュー マニズ ム を即 に一歩 脱 け 出た 立場 が あ る。

(2).「 開示 さt'tて有 る(erschlossen8ein)」 とは、 先 述 した如 くハ イデ ッガー に と っ

て は 「覆 蔵 か ら脱 して露 開 して有 る(unverborgensein)∫ 真 で有 る(wahrsein)」

と し(う意 味 で の真性(Wahrheit)と い う現象 セ ある。 有 ぱ 「露 開 し開示 され て有 る 」とい う

仕 方 で現有 へ 既 に現 前 し関 わ って(Arweseh;An一 一gehen)き て い る。 そ れ故、 有 が問

と して現 前 す る とい う事 は 同時 に 「開示 され て有 る 」とい う意味 での真 性 が問 と して現 前す ると

い う事 で あ る。 「有 の問 い 」と 「真 性 の 問 い 」が 同時 的 に現 前 す る とい うこの事 は 「有 と真性 」

との 間の連 関 が 註 さ し く問い に化 す とい う事 で あ る。 この連 関 の根 源 は未 だ覆 蔵 されてお りそ の

根 源へ と遡源 的 に究 明 され ね ば左 ら左 い。 ③.と ころ で有 は 「有 の理 解 」の 内で た とえ前有 ・

論 的非 概念 的 で は あれ と もか く 「開示 され て有 る 」。'そこか ら有 へ の関連 自身 で あ るこの 現有 の

前有 論 的 左 「看 あ珪餌 」を徹底 化 す る事 に よ って 「有 の 問 」を仕 上げ て い くとい う「現 有 の分析

論 」が企 図 され る。(vg115)従 って徹底 化 され た 「有 の理解 」か ら「有と真1生」との間 の連

関 も究 明 され得 るで あ ろ うとい う見通 しが 出て くる。 先 ず以 って 「有 と真性 」の究 明 は 自己究 明

の徹底 と して 出 発す る。一

以上 の諸 点 と論定 方 向 とか ら 「有 と真性 」との連 関 とい う問題 は 次 の様 左問 い かけ の 内に立 て

られ る。 「一体 何故 に有 は真 性 とそ して真 性 は 有 と必 然的 に同行 す る のか とい う根 拠 は果 して有

の理 解 か ら明 示 され るで あ ろ うか 」(213)と 。 併 し 「有 と時 』の 内で は有 の理 解 は徹 底 され

ず、 従 って 「有 と真 性 」と い う問 題 は 明示 され 左 か っ た。 少 左 くと も「有 と真 性 」とい う問題 は

そ れ と して未 だ展 開 され てい 左 い。 そ の問題 は 『有 と時 』以後 に持 ち こされ たので ある。併 し『有

と時 』で は その 問題 の究 明 に至 る為 に暫定 的準 備 的va「 現有 と真 性 」の連 関 が 「第44節 、 現有

と開示 性 と真 性 」とい う標 題 の もとに主 題 化 さ れ論 究 され て い る。 我 々は 「有 と真性 」との 間 の

連 関 とい う困難 左問題 を あ く委で も 「問 い 」と して持 ち堪 え 『有 と時 』の真性 論 に 入 る。

註①

(註 〕

も う少 し後 の時 期 には 現有 の 開 示性 で あ る理解 へ の 連 関 を殊 更 表 に立 て ず意 味:とい う事 が

説 明 さ れて い る。 「意味 とは …そ こか ら して且 つそ こに基 づ い て(vonwoherand

aufGrundwoion)有 が一般 に 有 と して顕 わ に左 り得、 そ して真性 の 内 へ と来 り得

る と ころの もの 」(NI.26)と 。 そ こ(Wo)こ そ が、 ハ イデ ッガー が時(Zeit)と して名

づけ よ うと した もの だ った の で ある。
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註 ②:後 の 時期 に ハ イデ ッガー はobσldの 動 性 を表 わす 為 にAnwe8ungと い う訳 を使 って
ノ

い る。 こ う訳 す事 に よ って ア リス トテ レスの06σ 毎 が本 来 的 左9ひ σ`1《 との 連 関 を

保 っ て い る事 を 示 そ う と す る。(vglVomWesenundBegriffder

φ6aeiC〕

≒ 現 有 の 開 示 性 、 噸 ガ

『有 と時 』の真性 論(44節)で 注 目され ねば 左 らぬ大 略三 点 を挙 げ てts〈 。(1)■ず、

dZnyeε6εev(真 ヲ語 ル コ5)を 露現(entbergen)と して、 真 性(Wahrheit)を

不覆 蔵 性(Unverborgenheit)と して 洞察 し性 格 づ け る事 が この 節 を さkが ら太 い 糸 の如

く貫 い てい る とい う事 。'そこか ら真 性現 象 の根 本趨 性 を、 開示 性(Erschlos8enheit)発

見性(Entdeckung)被 発 見 性(Entdecktheit)と い う・一連 の現 象 で性格 づけ る事 が可

能 と左 って い る。 〔この場 合 、 発 見 す る(Entdecken)と は、 何 も殊更 に新 しい物 を発 見 す る

とい う意 床 で はft〈 ・ む しろ語 義 導 り・ 覆 い(Deckung)を 取 り除 くこ と(Ent)と 解 さるべ

きで あ る。 〕(2)次 に、 伝統 的 真 理概 念 を真 性 の 最根 源的k現 象 即 ち現 有 の 開示 性 とい う本質 源

泉 へ と還 元 しそ こ か ら伝 統 的真 理 概 念の 派生 性 を示 す44節 の論 の 展 開 ゐ転換 軸 と して陳述

(Aus8age)に 関 す る ハ イデ ッガー 独 自の把 握(而 もギ リシヤ人達 の前 哲 学的 理 解 へ と元初 的

に遡 る事 に よ って 可能 と左 った 把握)が 働 い てい る とい う事 。 ㈲ 最後 に最 も注 目され ねば 友 ら

左い の は、 ハ イデ ッガーは こ こで所 謂 「真 理論 」を主要 の テー マと して取 り扱 ってい る ので は 左

・い と い う事 で あ る
6tiし ろ現 有 の閉 示 性 を 中心 の テー マとす るべ く而 もそ れ を真 性 の最 根 源 的k

現 象 と して性 格 づけ る事 に よ って44節 に先 行 す る 「現有 の有 」と して の 関心(Sorge)に 関ナ

る諸解 釈 をこの 現有 の開示 性 とい う現有 の一 つ の根 本 的 左有 り方 に集 中す べ く試 み てい る ので あ

る。44節 に続 く現有 の 時性 の癬 釈 も見 方 に よ っては 現有 の開 宗性 とい う意味 で の真 性 のい わ ば

生 起 の仕 方 、 その 動性(Bewegtheit)の 解 釈 に集 中 して い る と言 え る。 一
　 つ 　 　 　

差 し当 って以 下 に 「現 有 の 開示性 で もって初 め て真 性 の最 根 源的Z?r現 象 が到 達 され る 」(220)

と言 わ れ る意味 を検討 す る。

さて伝 統的 順 理 は、 判断 とそ の対 象 との合 致(Ubereinsti㎜ung-adaequatio一

δμ0∫ωσど1ζ)と い う関係 概 念 と して解 され而 もそ の所 在 は陳 述(Aussage)に あ る と さ

れ てい る。 そ こでハ イデ ッガーは そ う した 伝統 的真 理 概 念 の派生 性 を示 す べ く且 つ真 理 の通 常 の

理 解 を打 ち破 るべ く陳 述 の実 存論 的解 釈 を施す 。 「陳 述 す る事 は、 有 る もの それ 自身へ 関 わ りつ

つ 有 る事 φ一 つ であ る。(ginSeinzumseiendenDingselbst)」(2i8)

そ うして 「陳述 が真 で有 る(wahrsein。Wahrheit)」 とは そ の陳 述 が 「有 る もの 」を その

もの 自身 に於 いて発 見す る(entd6cken)と い う事?あ る。 つオ り真kる 陳述 は 「有 る もの 」

をそ の ものの被 発 見性 に於 い て見 え しめ る(sehenlassen)の で あ る。 か くして真ftる 陳

述 に よ って、 「有 る もの 」は その覆 い を取 り除 かれ(ent-deckt)そ の 有(「 真 で有 る 」とし

ての 有、 「不覆 蔵 性 」と して の有)に 於 いて近 づ き得 る様 に 丘 るの で あ る。 と こ ろで 「発 見 しつ
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つ有 る こ と(entdeckend-se"i'n)」 と しての 「真 で 有 る こ と(wahrsein)」 は現有 の一

つ の有 り方 で あ る。 発 見 す る とい う この事 そ れ 自身 を可能 に してい る もの こそ一層 根 源的 左 意床

に 於 いて 「真 」と名 づけ られ ねば 左 ら左い。、そ の もの こそ が現 有 の開示 性 であ り、 この 現有 の根

本 の 有 り方 こそ真性 の最 も根 源的 左現 象 と言 われ る.整 理す れ ば こ うで あ る。『「内世 界 的 に有 る

もの 」の被発 見 性 は世 界の 開 示性 に基 づ い てお り、そ の事 は 同時 に世 界 開性(Weltoffenheit)

が そ こ に属 し入 ってい ると ころ の 「世界 一 内一 有 」ぎ して の 「現有 の 開示 性 」に基 づい て い る と

い う事 で あ る。即 ち 「現 有 の 開示 性 」 と共 に且 つ その 開示 性 に依 って、 「有 る もの 」は そ の被発

見性(真 性)に 於 い て発 見 され る とい う事 で あ る。 か くして 「現 有 の 開示 性 で も って初 あ て真性

の最根 源的 な現 象 が 到達 され るの で あ る。 」

さ て こ こに至 って真 性 は一 つ の基 礎 的実 存 疇(6inExistenzial)と され た。 「有 が

(与え られ:て)あ るの は唯 、真 性 が有 る限 りに於 い てで あ る。 そ して真 性 が有 る のは 唯、 現有 が

有 る限 りに於 い て且 つ 現有 が有 る間 だ けで あ る。 有 と真 性 とは 等 し ≦桿 源 的'に「有 る 」」(230)

と言 う場合 の 真性 も実 存疇 と して、 現有 の 開示 性 と して解 され た真性 で あ り、 要す るに ζの時 期

(『有 と時 」)に 於 い て、 真性 現 象 の根 底は 、 「世 界一 内一 有 」、 現有 の超 越 とい う根 源生 起

(Urgeschehen)の 内 に求 め られ たの で あ 乙。 上 に引用 した命 題 か ら見 て も、有 が 「与 え ら'

れ て 」あ るこ とに対 す る現有 の超 越 の い わば 中心 性 が語 り出 され て澄 り、 これ は、 「有 の問 」が

「有の 意味 へ の超越 論 的 問 」と して理 解 され て い る事 を示 してい る。 つ 注 り超 越 とい う圏域 か ら

問 い が立 て 臼れ るべ き事 を示1・て い る。 そ の事 と同 行的 に 「有 の 開示 性(ErschlO'sse-nheiポ
コ 　 　 　

vonSein)」 も超 越論 的 真性(veritastranscendentaIis)と 言 わmて い る・

(38)こ うした超 越論 的 左 問の 立 て 方が底 か ら割 れ 、有 の真性 が 閃 き現 われ て くるハ イデ ッガ

ーの思 索 の道 筋 を後 に 見 て い く為 に も、 蓬 ず 『有 と時 」で真 性 の最 根 瀕的 現象 と、され る現有 の開

示 性 をそ の主要 特 質 に 関 して 見 て澄 かね ば 左 ら左 い。

開示 性(Erschlossenheit)と は ハ イデ ッガーの術 語 使用 に従 え ぱ 「推論 に よ って間接

的 に知 られ て あ る 」とい う事 を意 味 す る ので は 左 く「開 け披 かれ てい る こと

(Aufgeschlossenheit)」 つtり 「閉 ざ され ていftlaこ と(σnvorschlos『enheit)1

を意味 す る。 彼 は この 「開 かれ て有 る こ と 」を 「現(Da)」 と して表現 す る。従 って人 間 に対 し

てDaseinと い う呼称 が与 え られた のtt将 に この 「開か れ て有 る 」とい う悔格 に 第一 次的 に 注

目され た か らで あ る と言 え る。 併 し現 有 は他 の諸 性 格 と並 ん で更 にそ の上 「開 かれ て有 る 」とい

う性 格 を も持?と い うので は 左 く、現 有 は 自己 自身の有 に於 い て 自身 「開 かれ て有 る 」こ とであ

る。 「現 有 とは彼 の開示 性 で有 る。 」(133)開 示 性 は 現有 の 根 本の有 り方 で あ り現 有 が本質:

的 に そ うい う有 り方 を してい るか ら こそ彼 には彼 自 身の有 と有 「 般 とが何 等か の仕 方 で開示 され-

て あ り、 開示 され た現 有 と して有 を開示 し得 るの で あ る。 従 ってそ うい う事 実 か ら初 め て実存 論

的 分析 論 も可能 とな り得 たの で あ る。何 故 左 ら 「実存 論 的分 析論 の左 し得 る こ とは予 め既 に 開示

さmて い る有 る もの をそ れ.の有 に向 ってい わば 聴取,する こ とだ け 」(139)だ か らで ある。

上 述 した現 有va於 け る根 本 的事 態 をハ イデ ッガー一tt「 人間 の 内kる 自然 の光(lumen
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natursle)」 の実 存論 的 解釈 の もとに 次の 如 く説 明 してい る。 「〈現 有 とい う〉 この有 る もの

が照 明 され て(erleuchtet)有 る とは 次 の事 を謂 う。 この有 る ものが彼 自身 に於 いて世 界一 .
　 　 コ

内一 有 と して 明け 開 かれ て(gelichtet)tsり 而 も或 る他 の有 る もの に依 ってそ うされて い る

ので はft〈 して彼 自身 がそ の 明け 開 け(Lichtung)で 有 る とい う仕 方 で明 け 開 かれ てい る とい

う事 を。 実 存論 的 に その 様 に 明け 開 かれ て有 る もの に と っての み 直前 に有 る もの が 明 るさ

(Licht)の 内 で近 づ き得 る様eZftり 暗闇(Dunke1)の 内で 隠 れ る(verborgen)様 に左
　 ロ

る 」(133)と 。 こ こに我 々 は、 現有 の開示 性 とは現 有 自身 「明 け 開け(Lichtung)」 で有 る

とい う事 、 そ して そ の事 を 「世 界 一 内一 有 」として規 定 してい るの だ とい う事 を観取 し得 る。

つtりLichtungと は現 有 自身 の有 に於 け る 「世 界の 一 内 に 」とレ・う事 で あ る。而 もそ の様ft

Lichtungに と って のみ 初 め て明 る さと暗 さが生 起 し得 るので あ る。 こ こに はLichtulngが

一種 の場 処 的 意味 あい を基 礎的 に して考 え られ てい る と共 にそ の事 と一一va於い て明 る さ(Licht)

との連 関 の もとに考 え られ て い る事 が解 る。 又Lichtungのungは 動 詞 的 意味 あ い 、つ'Aiり

「明 け開か れ て くる、 開け る、 明け る 」とい う意 味 あい を も含 ん で い る。Lichtungが 一 つの一

動 的 事 態で あ る事 の 根底 には 「脱 自的時 性 が現 を根 源的 に 明け 開 く(lichten)」(351)と い

う事 が存 して い る。 現 有 の 開示性 は現 有 の時 性 に基 づ い て"る ので あ る。

こ うした意 味 合 い を含 みftが らそ れ 自身統 一的 左Lichtung・ErSchlosse皿heit・

Daと い う現象 を ハ イデ ッ ガー一ttWahrheitと 言 うの で ある が、 併 しWahrheitと して の

Lichtungは この時 期(『 有 と時 』)に 於 いては オ だ あ く'Aiでも現有 の 開示性 で あ り、 「有 の

:Lichtung」 と してeit、或 は 、 この 開示 性 が そ こへ と開 か れ て いる(ge6ffnet)と ころの 「

次 元(Dimension)」(iiH.164)一 と して は未 牽考 え られ ては いftい 。 或 は端的 に 「有 の 開 け

(dieOffenheitdesSeins)」 と しての 「世 界 」(iiHl80・ 且W43)と は言 われ て

い左 い。 「有 の意 味 」と 「世 界 」との連 関 が こ の時 期 に は未 だ 分 明 と 左 ってい 左い事 もそ うした

事 情 と関連 して い るで あ ろ う。 併 し後 に 「開 け と覆 蔵 との 原闘 争(Urstreit)」(HW49)と

して性格 づけ らhて くるWahrheit、 このWahπheitに 於 け る露 現(Entbergung)と 覆

蔵(Verbergung)と の 一 つkる 緊張 関 係 、一一つ の動 性 は、 既 に 『有 と時 』に於 い て、 「実 存

の真性 」と 「頽落 」 》 「死 」とい う関連 の もとで、現 有 の有 の 内に現 われ て きてい る。 頽落 とは ・

『真 性 の 本質 に つい て 』の言 葉 を使 え ぱ、 「迷 い と して の非一 真性(dieUn一vahrh』eit

aIsdielrre)」 で あ り、 死 とは 「覆 蔵 と『しての 非真 性(dieUnwahrheitals

dieVerbergung)」 で あ る。 現 有 は こ うした最 極 端 に 位置 す る二 様 の 非真 性 に さ らされつ

つそ の間 に あ って 「死 へ の有 」と して開 かれ て有 る。(erschlossen,wahr-seiri)今 、

実存 に於 け る真 性(WahrheitニErschlossenheit)の 動 性 に立 ち入 ってみ る。

現 有 は本 質 上 「自身 開力『れ て有 る 」とい う意 味 に於 い て 「真性 の内 に 」有 る。 と同時 に現有 の

事実 性 には 閉 隠性(Verschlo8senheit)、 覆蔽 性(Verdecktheit)が 属 してお り而
　 コ 　 コ 　 の の 　 　 　 の 　 の 　 の

も差 し当 って 大抵 は そ うで ある。 即 ち、現 有は 彼 自身つ コ}り世 界一 内一 有そ れ 自身 に直面 して 逃

避tる 。 彼 自身 の無性(Nichtigkeit)を 自己 に覆蔽 しそ の 無気 味:さに対 して 自己 を閉 ざt
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ので あ る。 ハ イデ ッガー はそ うした差 し当 って大抵 の有 り方 た る逃避 的 覆蔽 的 傾 向
、 従 ってそ こ

か ら帰 結す る ところ の唯 「有 る もの 」に没 頭 しそ れ に引 きず り廻 され る とい う現 有 の根強 い 有 り

方 を頽落(Verfalien)或 は非 本 来的 実 存 と して性 格 づ け る。後 には端 的 に 「迷 い(lr,e)」

と も言 ってい る。 現有 は この意味 で 「非 真性 の 内 に 」有 る。 併 し現 有 が開 かれ て 有 る限 り将 にそ

の限 りに於 い て彼 は 又閉 隠 され 得 る ので あ り、 全 く閉 隠 され つ くされ て有 るこ とは 左晦。 即 ち 「

現 有 は等 し く根 源 的 に真性 と非真 性 との 内va有 る。∫(223)現 有 は この様 左真 性 と非 真 性、 開

示性 と閉 隠性 として有 る。 それ が彼 の差 し当 っての有 り方 で あ る。 従 って 「開 かれ て有 る 」とい

う事 は・ 自己を 開 くこ と(・i・h-b'ffn・n)とeeを 閉 ざす こ と(・i・h一 ・・rschli
・P・n)

との 可能性 の言 わぱ 働 圏(Spielrauni)と して広 く考 え られ て いる と言 って よレ・
。 そ うとす る

左 ら・ 本来 的 根 源的 に開 赫 て有 る とい ・有 軌方 こ 師 勧 凝 有 る とい 賄 り方
、 購 「最根

源 的真 性 」とは 如何 左 る有 り方 で あ るか.そ れを ・＼イデ ッ ガーは 「実存 の 真性 」或 は 「覚悟 性,

決 開性(Entschlossenheit)」 と言 う。 それ は、 現有 が先駆 す る(vorlaufen)事 に

於 い て、そ こに それ 自身 か らそれ 自身 を開示 し て来 る死 に 直面 し、 而 もそ の様 に開示 さカて くる

死 に 向 か って 自由 に 自己 を開 け渡 し(sichfreigebenfヨrdenTod)(261.385)

死 に 向 って 余す と ころ左 く開 かれ 切 って有 る事 で あ る。 これ は、 日常的 に 閉隠 さカ つつ開 か れ.て

有 る事 か ら比類 の 左い決 開 性(自 由)へ の実 存 自身 の根 本 的転 換 で あ る。 この事 は又 、 「死 への

自由(Freiheit .zumTode)」(266)と も言 われ て い る。

併 し死 は この様 に実 存 の根 源的真 性 を可能 に す る と共 に同 時 に実 存 自身 を不 可能 に し、 無 にす

る 可能性 で あ る。 死 は彼 の現 のい わば 底 か ら発 源す る不断 の 脅威 であ る。現 有 が 開か 泊 て有 る事

の根 底Va不 断Va存 してい るい わぱ絶 対 的k閉 鎖 性(Verschlossenheit)で あ る
。

ハ イデ ッガ ーが現有 を 「死 へ の有 」 として規 定 す る時 、そ こに は、 自己 自身の無 とい う可能 性 が

今 こ こに現 を根 底 か ら担 ってい る とい う事 実 の 洞察 があ る。死 は 「自己の死 」と して 「有 る 」。

現有 は 常 に既 に死 に つ?(sterben)有 る。 「死 す る 」とは無 の 中に 立 ちつ つ有 るとい う事 で

あ る。無 の 内へ と投 げ 入れ られ差 しかけ られ、 そ うい う仕 方 で保 た れて有 る

(HineingehaltenheitindasNichts)(WM32)と い う事 で あ る。従 って現有

の有 限性 が 言 われ て も、 い つか絶 命 す る現 有 に う いてendlichと 言 うの で はk〈 、死 とい う

彼 の終 末 へ 関 わ りつつ 有 る(SeinzuseinemEnde)そ の実 存 の 当処 に於 いてendlich

だ と言 らので あ る。 「死 へ の有 」「終 末 へ の有 」と して現 有 が間断 左 く死 と絡 み合 ってい わば生

死 的 に有 る とい う事 、 自己 の無 に さ らされつ つ それ故 に 自己 の有 に不 断 に 「関心 」せ ざる を得 左

い とい う事、 この 事 自身 が徹 底 的に 有 限的 左 の で ある。 ハ イデ ッガーの 洞察 は、 この有 限性 か ら、

初 め て人 間 も本 来的 に解 明 され得 る とい う見透 し にあ る。 「人 間の 有限 性 は人 商 よ りも根 源的 で

あ る。」(KM225)

さて 、 「死 への有 」が 上 に解 され た様 左 意味 で あ る とす る 左 ら、 そ れは 、現 有 の有 が、 自己の
　 　 　 　

有 の全 き閉 鎖性 覆 蔵 性 を、 刻 々そ の 底 に蔵 しつつ 、そ こか ら不断 に 開 かれ て来 てい る事 を意味 す

るで あろ う。 死 への 先 駆的 覚悟 性 に於 いて現 有 の時 性 が現 象 的根 源 的 に経験 され る と言 わ れ るの
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も(vgl304)死 とい う壁 の 如 き閉 鎖性 に撞 着 す る事 に於Nて 、 そ の 閉鎖 性 か ら現有 が時 熟 し

開 かれ て 来 る とい う事、 脱 自的時 性 が死 とい う全 き閉鎖 性 か ら 「現 を根 源 的 に 明け 開 き 」「現 有

とい う有 る もの を彼 自身に 向 っ て開 く(offen)と 同様 に 又明 る くして い る(hellmachen)」
`

(351)と い う事、 そ うい う現有 の根 源 的真 相 が覚 悟 性 とい う開示 性 の持 つ本 来 的徹 見性

(Du■ch8igtigkeit)に 於Nて 観 取 され たか らで あろ う。 「それ 自身 に於 い て端的 に根 源

的i2自 己企 投(Selbstentwurf.)」(GP585)と して の時性 の いわ ば終 末(Ende)と して

又 同時 に 元初(Anfang・Ausgang.)と して死 は経 験 された の で あ る。 換 言 す れば 自己企 投 の

止 む処 而 もそ こか ら して初 め て 自己企投 が生起 す る処 と して死 が経 験 され て い る。 我 々の 自己

は一 歩一 歩 始 め と終 りに繋 が ってい るの で あ る。 従 って 時性 は 、死 とい う終 末 か ら時 熟 して 来 る

とい う意味 に 於 い て根 源的 に有限 的 で ある と言 って よい。 この様 に前期 ハ イデ ッガー12於 い て死

は 、最 早 現有 がそ の 内 には 入 り込 め 左い壁 とし て 自己を 閉 ざ し 自己 を脱 け去 らしめ(sich

entziehen)fzが ら而 もそ の様 左 もの と して 自己 を露 呈 ナ る(sichenthullen.)と い

う.根底 か ら実 存 を統 べ て い る秘 密(Geheimnis)註 ① と して、 現有 の徹 底 した開 性

(Offenheit.覚 悟 性)、の 内へ と出会 わ れ たの で あ る。 だか ら覚悟 性 、死 へ の 自由 とは 「秘密

に対 す る 開性OffenheitfurdasGeheimnis」(GL24)或 は 「秘密 への 決一 開性

(Ent-schlossenheit)」(ww)と 言 って よい。 先 に死 が非真 性 で あ る と言 われ たの は、

死 が 現有 の開示 性 二真性 の元初 、 秘 密 と して、 真 性 よ り先 に現 前 す る本 質(nor-wesende

Wesen)(ww89)を 蔵 す る もの として 自 己 自身 を覆 蔵 す る とい う或 る卓 抜 左る 趨性 を持 つ か ら

で あ った・ 一 以 上 に よ って 「現 有 が開 か れ て有 る こ と(現 有 の真 性)」 に 於け る「頽落 とい う非

本来 的非 一 真性 」「覚悟 性 とい う本来 的 根 源的 真性 」 「死 とい う根 源的 非 真性 」の 問の か か わ り

は 多少 と も明 らか にさ れ得 た と思 う。 とこ ろで何 故 に 「死 へ の先駆 的 覚 悟性 」が本来 的実 存 と呼

ば 釦 るの か。

死 へ と開 け放 たれ 切 る事(覚 悟 性)は 、死 とい う可能性 を可 能性 と して 開け 放 し解 き放 す

(freimachen)。(262)そ の 時 ・初 めて死 は 現有 の 実存 を支 配す る威 力 と成 り(血 ヨchtig

werden)(310)得 る。 か くして 「威力 、能 力(Kraft,Vermogen)と 成 った死 」「

可能 性 と して の死 」は、 どの様 左 現有 の 自己覆蔽 を も根 本 か ら追 い散 らし現 有 を して彼 の有 の 自

己理解 を徹 底 せ しめ る。 従 って覚悟 性 を本来 的 実 存 と して そ こに定 位 す る の は、何 か或 る一 つ の

具 体 的 左実存 理 想 の何 等 か の世 界 観的 左告 知 を 目ざ して い るの では 左 く、 「現 有 の有 」の徹底 し

た理 解 の為・ 更 には 「有 の 問 い 」への 顧慮 か ら左 ので あ る。(vglgM214)現 有 が 自己 の有

に徹 見的 と成 る と共 にそ の事 と一 に於 いて無(前 期 に 於 い て有 る もの か ら経 験 され た限 りで の有)

が 根 源的 に開 示 され て来 るの は 自己 自身 の死(無)に 開 かれ 切 って 有 る時 だか らであ るn〔 この

事 自身は 最早 単 友 る論証 とか心理 学 的説 明 に もた らす事 は 出 来 左い。 む し ろ死 が蔵 す る有 そ れ 自

身 の秘 密 に属 す る。 〕そ うい う根 本経 験 か ら、後 に、 可能性 とし ての死 は 次 の様 に 言わ れ て くる。

「死 は 現有 の 最極 限 の 可能 性(癒glichkeit .)と し て、 有 と有 の真 性 の開 け(:Lichtung)

に 関す る最 高 の事 を能 く し得 る(verm6gen)」(SG186)と
。 死 へ の先 駆的 覚悟 性 は 、 そ
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うい う事 が生 起 現成 す るい わば 現有 に於け る一種 の場 と して、即 ち、 現 有の 卓越 したLichtung

rし て、 「実存の真 性 」と言 わ 典た の で あ る。 『有 と時 」に於 け る実 存論 的分析 の 具体 的遂 行 は、

その 前有 論 的実 存 的地 盤(Boden)と して の 「死 へ の先駆 的 覚 悟性 」か ら初 め て可能 と左 って い

るの であ る。(vgL、316)有 を問 う為 に、 無 に於 い て有 を経験 す る 「唯一 の用 意 」(WM41)を

整 え ようとす る前 期ハイデ ッガ ー独 自の姿 勢 が ここに は あ る。(人 間の 本質 を 「死 へ の有 」一 後期

には 「死 すべ き もの(Sterbliche)」 一 と して 見 る事 は 前後 期 ハ イデ ッガーf2一 貫 してお り、

死 と い う決定 的fz事 態 か ら「有 の問 い 」を問 うとい う姿 勢 は些 か も変 動 してい 左 い。 〕で は死 と

無 と有 とは どの様 左事態 に 左 っ、て い るのか。

後 の時期 に左 って、死 は、 「無 の聖 左 る箱Schreinと して、有 の本質 現成 す る もの(das

We8endedesSeins)を 蔵 し(bergen)」 そ うい う意 味 で 「有 の(真 性 を蔵 し てい る)

山 左みGebirgdesSeins」(VAl?7)で あ る.と言 われ て くる。死 は有 それ 自身の秘 密 を

蔵 してい るので あ る。 つ 誌 り死 は 「謎 の如 きもの の 内 へ と 自己 を脱去 して"る(Sich

entziehen)」(HW253)の で あ り 「呼 び かけ つつ 露 現す る秘 密 を蔵 す る最 高 の 山左 み(集

摂 しつつ匿 委 う ものdasversammelndeBergen,)」(VA256)と し て経 験 され てい る

の で あ る。 この秘 密 に親 密 と宏 る為 に、 我 々は死 とい う未 透 の 難関 の前 に 立 ち止 斐 るだ けで は 左

く、 ハ イデ ッガーの謂 う 「無 の或 る根 本 経験J「 無 の根 源的 開示 性 」へ と入 らねば 友 ら左 い。.そ

の拠 処 を講 演 『形 而 上学 とは 何 か 』に取 る。(こ の講 演 は 『有 と時 」公 刊 以後(1929年)に 発

表 され た もの で ある が、 そ こで は 『有 と時 』に於 け る 「有 の問 い 」とい う根 本動機 を支 え る或 る

極 めて実 存 的 左経験 が卒 直端 的 に語 り出 さ れて い る。 この経 験 が即 ち 「無 の或 る根本 経験 」であ

る。 〕

以下 に無 の根 源 的 開示 性 に於 け る主 要 左諸 点 と問 題点 を取 り出 し解釈 す る。

1.「 不安 が無 を開示 す る(offenbaren)」(w瓢 β9)と い.うこ と 一 無 は 、 ただ に論 理

学 的悟 性 的 で あ る表 象(Vorstellen)へ は事 柄 に適 し く開示 され得 左い。・否・全 く開示 さ

れ得 左 い。 唯 「現 有 の実 存 の極 め て稀 左 る当処、 即 ち 「死 に 向 って 開 かれ切 って有 る 」時 の根 本

情 態性 た る不安 に 開示 され る。 と ころ で ハ イデ ッガーは 「不安 が無 を 開示 す る 」と言 ってい る。

確 かに不安 も無(厳 密 に 言 えぱ無 化Nichtung)も 現有 に於 け る同時 的 左生 起(Geschen)

で は ある が ここ には無 化 がDaの い わば 向 こ う側 に 目撃 さ れ てい る とい う事 態 が存 してい る。

無 化 の現 場/2直 面 して一 歩 引 き退 い た(einZuruckweichen`Jor…)(W盟31)

そ の 処、 「純 粋 左現 一有 のみ が尚 そ こ(da)に 有 る 」(AM30)そ の処(Da)、 そ こか ら無 化

が 目撃 されて い る。極 言 す れば 、不 安 とい う 「見 」に対 す る 「見相 」と して無 が 目撃 され てい る

ので あ る。 これは 無 が本 質的 に拒 否 的(abweisend)で あ り自 らに引 きつけ 左 いか らであ る。

畢 寛 、 「無 の本 質 」に 由来す る事 態 で あ る。 この事 は、 先述 した如 く、死 が比類t3'ぐ開示 され 左

が ら も而 も壁 の如 く現 有 の 「前 に(ror)i(SuZ266)立 ち塞 が る とい う事 と同 じ事 態 で ある,

この時 の不安 は、 言 わぱ 自己 自身 の端 的 左 る無 と、 あ くす で も自己の 為 に(u皿willenseiner)

「Bes磁ndigkeitとBestandと に関心 す る 」(WG67)自 己 自身(深 い 深 し(我執)の 有 と
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の極 め て突 き詰 め られ た 間(死 へ の有)で あ る以 上 、不安 が開示 す る無 は次 に 述 べ る様 に二重 的

左 動 向 に於 い て而 も自身一 つ の現 象 と して露 わ と た って くるで あろ う。

霊.「 無 の 本質 」即 ち 「全 体 に於 い てす べ り去 りすべ り落 ちて行 きつ つ ある有 る ものへ と、 全 体

・に於 レ・て突 き離 し左 が ら(拒 否 し宏 が ら)差 し向 け る(指 示 す る)こ と 」(dieimGanzen

abweisendeVerweisungaufdasentgleitendeSeiendeim

Ganzen)(wM31)

これ が事 柄 に 適 し く無化(Nichtung)と 呼 ば れ る事 態 で あ る。 「無 が 自身無化 す る。 」

(wM31)無 と言 われ てい る事 態 が無 化で あ り、 無化 が、 自身 無 の現 前(Gegenwartdes

Nicht8)(wM30)で あ る。 無 の根 源的 開示 性(nrsprunglicheOffenbarkeit)

とは 、無 が 自身 無 化 と して未 だ知 られ ざる未 曾有 の禄 源(Ursprung)か ら露 開 して くる

(sickoffenbaren)こ とを意味 してレ・る。 併 し この場 合 自己 を 露 開 して くる事 、 現前 し

て くる事 、 そ の事 が無 化 と名 ざ され てい る ので あ っ て、 もと よ り現 有 の外 に何 か無 とい う様 左物

があ って、 それ がす べ り去 って行 く「有 る もの 」とい わば 入 れ替 りに 無化 ず る とい う事 が意味 さ

れ てい るの では 左い。 む しろ無 は 、不安 に於 い て無 意 義 さを露呈 して行 くと ころ の全 体 に於 け る

「有 る もの 」と共 に且 つ そ の 内で現 前 す るので あ る。我 々は 、無 が現 前 す るそ の時 初 め て 「有 る

もの 」として の 「有 る もの 」に 切実 に 出会 うの で あ る。 比類 左 き徹 見 性 に:於け る 瞬間 の現 前 で あ

る。 無 はそ の様 左現 前 としての み 無 で あ る。 そ の現 前 が 「有 る もの 」との 関 わ りか ら見 て拒 否的

指示(abweisendeVerweisung)と して規定 され てい るの で あ る。 無は 「あ る 」の で ・

は 左 ぐ只 「無 化 す る'(nichten)』 。 」そ れは、 表象 的 意識 とし(った様 左 もの が ど うこ うす る こ と

もで き左 い 、む しろ これ が破 らガ た時 に端 的 にぐ れ と して 閃 き現 われ る と ころ の根 源的 左世 界(

「有 と時 』では 「無 、即 ち世 界 と して の世 界 」(SuZ187)「 世 界 の無 」(SuZ343)と 呼 はれ

た)の 内奥 の動性 で あ る。 そ の時 、 対象 的 に有 る もの のそ の 「対 象 的 に有 る とい うこと 」従 って

又 、表 象 的意 識 の立 場 、 そ の 自明性 とい う不動 の拠 り処 がドr丸 とな って崩 され、 底 左 き深 渕へ の

驚 き(不 安)を 経験 ず る。(Vg1,W髄6)驚 異 中の驚 異 「有 る もの が有 る とレ・6こ と 」の驚 き

を経 験 す る。即 ち 「有 の問 し(」の 誕生 で あ る。 この 時、 有 る もの が 「これナ で は隠 され てい た全

き不 審 さBefremdlichkeit」(wM31)こ こ於U`Z.つ 注 り表 象 作用 の単 友 る対 象 と して で は

左 く、 委 ぎれ も左 くそ れ 自身 の有(そ れ 自身 の不覆 蔵 性)に 於 い て、 従 って 委 さに有 るものと して

露 開 され る こと に 左 るので あ る。 無化 は 「有 る もの 」が初 め て 「有 る もの 」と して露 わ に 左 る

(unverbargen)と ころの境 域 を開 くの で あ る。 そ の意 床 で 、無 化 は 「有 る ものの 不覆 蔵性

=真 性 」と して 現成 す る(wesen)と 言 って よい で あろ う。(併 し この現 成 は 同時12つ の 大

fzる 問い の現 前 で もあ る。)こ の事 態 を ハ イデ"ーガーは 凝縮 した 表現 で こ う述 べ て い る。 「不安

の無 の 明 る き夜 註② の 中に 初 めで 有 る もの と して の有 る もの の根 源 的開 性(Offenhe_it)が

立 ち現 われ る。 即 ちそカ は有 る もの で有 り 一 無 で は 左い の だ とい う こと が。 」(ww34)

こ の様 に根 源 か ら無化 しつ つ あ るこ とと1,て の無 の現成(Wesen)は 、現 有 を最 も初 め に 「有

る もの としての有 る もの 」「不覆 蔵性(Unverborgenheit=Offenheit)に 於 け る有 る
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もの 」 の 前 に もた らす 事 の内 に存 してい るの で あ る。 確 か に無 は現 有 と 「有 る もの 」とを拒 否

的 に突 き返 ナ が、併 し突 き返 し左 が らも同時 に 引 き止 め る処(Da)に 於 い て、 「肴 乙 もの として

の有 る もの 」へ と差 し向 け る(verweisen)の で あ る
。 この拒 否 的指示 を根 本趨 性 とす る無 の

無 化 は・ い かftる 「有 る もの 」か ら も由来 した い生 起 で ある と同時 に 「肴 乙 もの と しての有 る も

の 」の 開性 を可能 に す る生 起 で あ る故、 この意 味 に於 て の み ハ イデ ッガーは 無 を 「有 る ものの有

に属 す る 」(町36)と 言 い、 「無 の無 化 は 有 る もの の有 に 於 い て生 起 す る 」(WM32)と 言 う

の で ある。 そ うとすれ ば無の無化は、 有 る ものへ の拒 否 と して、 有 る ものへ の区 別(Nicht-

Seiendes)そ れ 自身 の生 起 で あ る と同時 に 、有 る もの へ の指 示 と して、 有 る もの を有 る もの

と して開 く(offenbaren)と い う事 の生 起、 自己露 開 で もあ る 。 有 る もの を有 る もの と

して開 くとい う無 の 自己露 開 に於 い て 註 さに 同時 的 に無 はそ れ 自身 を覆 蔵す る(sich

verbergen)の で あ る。 無化 とレ・う露 現 の 内に無 化 とい う自己覆 蔵 が支 配 して い るの であ る。

〔こ うした無 化 の根 本動 向そ の もの か ら して有(無)の 忘却 が引 き起 こ され て ぐる。〕 ここ に真

性 に於 け る露 現 と覆 蔵 とい う根 本趨 性(Grundzug)を 無 化 とい う一 つ の現 象 そ の もの の内 に

見 る事 が で きる。 併 し今 注 意 し左け れば 左 ら左 いの は、 この講 演 では 、 ハ イデ ッガ ーは有 る もの

へ の関連 の内 で無 化 を究 明 して い るの で あ って無 化そ れ 自身、即 ち無 の 自性(Jigenes)へ と

向 って更 に究 明 してい る ので は 左い とい う事 で ある。仮 に比喩 を使 え ぱ、 無化 そコh、自身 がそ こか

ら 自己を 開い て くる ξ同時 に そ こへ と 自己 を覆 蔵 す る と ころの そ の も と、未 だ経験 され ざ る根 源

へ と向 う方向 で は積 極 的 には何 等 語 らわ てい た い様 に思 わ れ る。 〔無 が問 と左 り有 が問 と 左 ると

い う事は 、 未 だ経 験 されて い 左い根 源(?)が経 験 さ れ 左 い酋 達 に残 され てい る か らで ある
。 もしハ

イデ ッガーに対 して 内在 的批 判 が 向 け らカ る とす るfzら 、 「問 い つつ準備 す ズ思索 」に対 して 「純

粋直接経験(真 に事 実 そ の安 控 に知 る)」 という一 つ の立場 か ら可能 と左 るの では 左い か。 〕有 る,も

の への 関係 か ら無化 を見 るの では 左 く無化 自身 か ら無 化 自身 を究 明 してい くこ と汀左 され てい か ,

い。(も と よ り有 る もの との関 係 を無 視 せ よ とい うこ とでは 全然 左い。)又 、 「現 有 」と 「無 」

の端 的 左関 わ り、 そ の相 依相 属性 も、 た だ暗 示(「 現 有 は無 の 内に差 しか け られ て有 る。 」etc)

が与 え られ て い るの みで あ って 、そ の具 体 的 で 立 ち入 った究 明 は され てい 左い。 この究明 が後 に、

「有 の真 性 へ の問 」の もとに 「性 起(Ereign'is)」 的 思 索 の 内で 、又 更 に後 に は 「真 性 それ 自

身(:Lichtung,Un-Verborgenheit)」 の思 索の 内 で試 み られ てい くので あ るが 、 この

時 期(『 有 と時 』)に 於 いては、 無 は 唯、 い か 左 る 「有 る ものG2も 非 ず(Nicht-Seiendes)」

と して、 「有 る もの に対 す る他dasAndere」(W鵬6)と して、即 ち 「有 る もの か ら

経 験 され た有 」(WG21)と して、 「有 の ヴェー ル 」(WM46)と 言 われ ざ る を得 ず 、後 に 言われ

る ご と き 「有 の 中に無 化 の本 質 由来 が 蔵 され て い る 」(t7H189)事 の 真相 は 具体 的 に究 明 され得

て い 左 い。今 は そ うい う指 摘 だけ に止 め て澄 い て、 唯 、 無 が、 「有 の覆 蔵 された真 性 」か らの初

め て の告 知 「有 の ヴ ェール 」と して 開示 され て きた とい 弓その事 が、有 の 忘却 の 只 中か ら初 めて

有 を有 と して問 い 出そ うと試 み るハ イデ ッガーの根 本経 験 で あ った事 を見 て、 措 く。 だ が事 態 は

そ うで あ って もこの 時期 の 「無 」は 、 しか し、暗 い。
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璽.無 の根源的開示性が「形而上学とは何か 」と問わしめたということ
　 ロ 　 　 　 り 　 む

無 が 根 源か ら露 開 する こ とに於 い て、 「何故 に一 般 に有 る もの が あ って、 む しろ無(が 有 るの)

で は 左 いの オ・(undnichtvielmehrNichts」(WM38)と い う問 が発 せ られ る。

この問 は 安 さ に次 の様 に問 い か け てい るの で あ る。 有 る ものが 徹 底的 な優 位 を 持ち 、そ の 「あ'

る 」とい6こ とを 自 らの為va要 求 して い るの にひ きか え 、いhSこ しても有る もの で はftい もの、1そ

の様 に理解 され る有 それ 自.身と して の無 が忘 れ られ(verges'sen)て い るのは ど うしてkの

か 、 どこか ら由 来す るの か?と 。 ハ イデ ッガ ーに よれ ば、 従 来 の形 而 上学 は 確 か に 「有 る もの 」

を超 え て 「有 る もの の有 」を問 うこ とは様 々 に左 して きた が、 「有 る もの の有 」の更 に根 底 を左

す 「有 と して の有 」 「有 の真性 」を 一 当面 の 連関 か ら言 え ぱ 「無 」を、 それ と して 問 うこ とは

未 だ 曾 て左 した こ とが 左い ので あ る。 従 って 「何 故 に… 」の 問 は、 彼 に よ って 「有 の 忘却 」 「有

の真 性 の覆 蔵 」即 ち 「ニ ヒ リズ ム 」に他 左 ら左 い と洞察 され て くる従 来 の形 而上 学 に対 して、 鋭

.〈重 い 「何?」 を投 げ かけ てい るの で あ る。 ハ イデ ッガ ーは この 「何 故 に … 」の 問い を 「形 而上

学 の根 底 の問Grundfrage」 と言 っ てい る。 この問 い を問 うことは 「形而 上 学 の根 底 」「有 の

真 性 」へ と帰 り行 くこ と(Ruckgang)で あ り、 「有 の問 い 」を徹底 して問 い つづ け て行 くこと

だからである。そうした帰行め 発 出点 が 「無 の根 源 的 開示 性 」だ ったので あ る。 従 って この時 期(『

有 と時 』)の 思 索 は 、形 而上 学 か ら 「有 の真 性 」への 思 索へ の 移行(廿bergang)を 得 る為 の

着 始 、 形而上 学 克服 の準備 で あ った と言 え る。従 って これ に続 く時 期 の彼 の思 索 に於 い ては 、 「

有 の真 性 の覆 蔵 」と しての 「有 の 忘却 」と共 に始 す る形而 上 学 の歴 史 の 本質(ニ ヒ リズ ム)を 露

呈 す る事 が本 来 的 左課 題 と左 って くる めで あ る。 而 も有 の忘却 が、 単 に 思惟 の 友す 業 で は 左 く、

有 の命 運 一(Geschick)自 身に 由来 す る もの と洞察 され る時 この課 題 は 「有 ・歴 史 的省 察

(seinsge3chichtlicheBesinnung)」 とい う形 で 遂行 され て い く。 要 す るに、無

の 根 本経 験 は、 「有 ・歴 史 的省 察 」に根 本的 視 座 を与 え る と ころ の 「有 の忘 却 の根 本経 験 」と同

時 的 に生 起 した ので あ る。.

さ て我 々は本 節 に 於 いて、 真 性 の 問題 を め ぐ り、 現 有 の 開示 性 を遡 源 的 に考 察 して きた が、結

局 至 りつい た のは無 の 根 源的 開 示性 と い う一 ρ の生 起 で あ った。 〔強 い て言 うとす れ ば こ の生 起

が、 後vaEreignisと して更 に深 く.思索 され て 〈る こ と とた る事柄 の 最 初 の告 知 では 左 か った

ろ6か6Ereignisと は、 今差 し当6て 言6と す る 左 らば 「有 の真 性 」が 「閃 き現 わmる こ と

(Erblitzen>」 で あ り、 ハ イデ ッガーの請 う 「転 回(kehre)」 は 唯 専 ら、 この一 事 に関

連 してい るの で あ る。Ereigni8は1919Eブ レー メ ン講 演 「Einblickindas,

w△sist』 に於 い て 明確 に 言 い現 わ され て くるが、 「転 回 」とい6言 葉 浄公け に発 した最 初

の著 作 は1947年 『ヒュー マニズ ムを超 え て 』で あ る。 併 し ハ イデ ッガー 自身或 る箇所 で 「転

回 の名 の もとに騨 され てい る事 柄 は私 の思索 を1947年 よb'も ・10年 前 に 駆 動 力・してい た」

(kX▼E)と 述 べ てい る。 そ の頃 の もの で我 々 が手 許 に持 ち得 るの は1936-41年 の ニー チ ェ

講 義 で あ るが 、既 に それ 以前 に思 索 され講 演 さお た 「真性 の本質 につ い て 』は 「転 回 の思 索 の 内

へ の 一定 程度 の洞察 を与 えて い る 」(liH159)〕
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現 有 は・ そ の根 源的 真 相 に 向 って見 られ る 左 らば、 無 の 内岱 と差 しかけ られ、 そ の底 に深渕

(Abgrund)を 蔵 してい る もの で あ る事 が言 わ れ た。無 が、 そ の深渕 から且 つ深 渕 と して露 開

して くる こ とに よ って初 め て現 有 は、 現 有=世 界 一 内一有 二超越 と して有 り得 るの で ある。 「現

有 は 、そ の様 友 現有 と して常 に既 π露 わ 左る無 か ら して立 ち現 わ れ て くる(herkommen)の

であ る。 」(WM32)こ れ を真性 と い う現 象 に着 眼 す る 左 ら、 現有 の 「開 かれ て有 る こと、真 性

(Erschlossenheit)」 は 、 そ の本質 由来(Wesensherkunft)』 を、 無化(後 に有の ・

真性 の本 質性 格 として思 索 されて くるEntbergungに して 同時 にVerbergungと い う無

の根 本 動 向)の 内 に持 つ とい うこ とで あ る。 無 が 無化 と して、 現有 の底 か ら自己露 開す る こ とに

於 い て・現 有 は 「有 る もの 」と 「自己 」とに 関わ り得 るρ で ある が・ 併 しそ ρ事 と同時 的 に無は

自 らを覆 蔵 す るの で あ る・ 『真性 の本 質 にρ 玲"「』で にErschlossenh;eitと い う人 間 の1

根 本 の有 り方 を端的 に 自由(Freiheit,空 け て右 る こと)と 規 定 し上 の事 態 を次 の様 に言 う。

「自由はそ の 自己の 本質 を・ 唯一 本 質 的 左真 性 の よ り根 源 的 な本 質 か ら受 げ 取 る 」(wW83) .と・

この 「唯一 本 質 的 左真 性(dieeinzigwesentli 、theWahrheitMが 「本 質 現成

の 真性(dieWahrheitdesyoesens)∫ 有 のLichtung」 即 ち 「右 の真性 」で ある0

この 洞察 に於 い て、 「真 性 の本質 」と しての 自由が、,「有の 真 性1と い う本質 源泉 へ と翻 転深 化 ・・

され て思 索 されて くるの で あ る。 こ こに、 「真 性 の本 質 」か ら「本質 の真性 」へ の翻転 呑、.よ

り徹 底 した 自由の 本箪 へ の省 察 に於 い て、 い わば そ れ を軸 と して 左 され て くるこ とが見 て取 れ る0

これは 、 「真 性 の 問 に と って単 に従 来 の真 理概 念 を変 更 す る こ とが肝要fzの で は 左い ζ と、通 常

の 表 象 を補 完 す る こ とが肝 要 左 ので は 左 い こ と、 人 間存在 自身 の或 る一 つの変 転

(Verwandlung)こ そ が肝要 左の で ある こと 」(R・XXI)こ れ を意味 して い る。 か くして 「

人 間 は こ こで は最 も深 くそ して最 も広 い本 来的yZ根 本的fz注 視(Hinsicht)に 於 い て問 の も

と に立つ 」(R.XXl)こ とと 左 る。 端 的 に、 「有 へ の 関わ り(Bezug)に 於 け る人 間 一 転 回

(kehre)に 於 い て は・人 間 へ の 関わ りに於 け るSeyn註 ③ とそ の真 性 」(R,xxl)と い う

注視 に於 い て 問題 と左 るの で あ る。 要 す るに人 間 と 「回転 の転 換点derWendungs.・punkt

derDrehung即 ち・有 の真 性 」(NI・65㊨ 、で あ る。 この問 題 の本 当の 決着 が左 され 友=い限

り前期 に於 い て ハ イデ ッガーのfzし た仕 事 は甚 だ未 徹 底 左 盛控 の もの と して残 るだ う う。

『真 性 の 本質 に つ いて 』では この 問題 が 表面 に出 さ カてお り而 も,「 有 の真 性 」と 「『世 界 」と 一

の 連 関・ 有 の真性 の歴 史性 が除 うに 露呈 さカ て きて い る。 そ こには 又 ハ イデ ッ々 τの 思惟 に於け

る転 換(Wendung)が 除 々に 引 き起 こされ て きて い る こ とを窺 わ しめ る もめ があ る。 即 ち、世

界 企 投 としての超 越=自 由 がそ れ 自身深 渕(Ab-grund)で あ る ことの経 験 に於 い て、超 越;

自由そ の もの が根本 的 左 問 と化 し、 そ の問 が彼 の 経験 の 更 左 る徹底 を彼 の 思惟 に 迫 り、 か くしで ・

彼 の立 って いた 立場 一 現 有 の超越 とい う圏域 の 内 に あ く委で も立 ちつづ け、 「現 有 の有 の意 味」

と しての時 性 が 脱 自的 に 開い て い る地 平 的側 面 に 於 いて 、 「有 と時 」を、 人間 的現 有 の超越 か ち

概念 的 形而 上 学的 言葉 で もって究 明 せん とす る超 越 論 的立 場 自身 一 が、 そ れだけ で は最早 維 持

され難 く友 り変行 を余 儀 左 くされ て きて い る とい うこ とで あ る。 当面 、 先述 した事 態 との連 関か
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ら言 え ぱ、深 渕 か ら開か れ て くる無 の無 化 が、 学的 形 而 上学 的思 惟 の 透 入 を許 さ左 か らた とい う

こ とで あろ う。 ニ ー チ ェの 「君 が長 い間 深 渕 に見入 って い る と、深 渕 も君 の うち を見入 って くる'J

と語 る事態 が、 ハ イデ ッガーに 徐 々 に現 成 して きた の か もしれ 左い。
ロ 　 じ り の

我 々・は次 節 に、 人 間 と 「有 の真性 」との か カ・わ り、・即 ち 「 自由 と:有¢D真性 」を、主 に 「真 性 の

本質 につ い て 』に即 して論 究 ナ る。(つ づ く).

(註 〕

註 ①:秘 密(Geheimis)に つ い て ハ イデ リガー は 諸処 に言 及 してい るが、 根 本的 には 「自

己 を示 ず と同時 に 自己 を脱 け去 らしめ る(sichentziehen)も の 」を名 ざ してい る

と思 わ れ る。(VglGL24)こ の一 つの現 象 が、 ハ イデ ッガ ー独 自 の意床 での真 性(Un-

Verborgenheit)と い う現 象で あ る。

註 ②:ハ イデ ッガ ーが 「不安 の無 の 明 る き夜(helleNacht)」 と言 う1のは、 不安 の時 、 「有
　 コ

る もの 」が 「有 る もの 」と して比 類 左 き仕 方 で明 る く(helIe)さ れ るが併 し同時 にそ の

不安 は 畏 るべ き暗 が りとし ての深 渕(Nacht)に 見 入 るか らで あ る と思 う。 「不安 の無 の

明 る き夜 」とは、 もと もと人 間が既 にそ こに居 る とこ ろの一 つ の世 界 、 人 間 を も含 め た 「

有 りと有 る もの 」のい わば 「ね も と 」か ら開 か れ で くる と ころ の一 つ の世 界 で あ る。

閣(ζ)閃きで あ る。' .、.....',

註 ③ …Seynと は 「有 」と 「有 る もの 」との支 配 的区 別(Unterschied)自 身で あ る。

後 述 す る。

(引 用 さ れ た 著 作 の 略 号 〕
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